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『作る』と『食べる』をつなぐ、                 

北九州市地産地消サポーター制度            

北九州市 地産地消推進課 ２０１０年９月２２日 

 

サポーターのみなさん、こんにちは！今回のニュースは、『若松・小倉 産地情報』です。 

 

 若 松  

◆キャベツ（露地栽培） 

植え付けが最盛期を迎えており、９月末までに続く予定です。 

若松区有毛、安屋地区では８月からほとんど雨らしい雨が降ら

ず、キャベツの定植に遅れが出ています。かといって、植えなけ

れば苗が大きくなりすぎたり、計画生産が狂うので、生産者は仕

方なく定植し、その後の潅水作業に追われています。 

◆ブロッコリー（露地栽培） 

植え付けが最盛期を迎えており、１０月末まで続く予定です。こ

ちらも雨が降らなかったため植え付けが少し遅れ気味です。これ

らは、１０月下旬～４月上旬出荷予定です。  

◆水切りトマト 

植え付け準備中で、間もなく植え付けが始まります。早ければ 

１月下旬～２月上旬に出荷開始予定です。 

 

 

 小 倉  

◆馬島わけぎ 

８月上旬～９月中旬にかけて植え付けを行います。出荷は１０月

上旬からの予定です。 

◆大葉しゅんぎく（ハウス栽培） 

例年どおり、お盆前から種まき、８月末から植え付けを開始してい

ます。順調に生育すれば１０月上旬から出荷できる見込みです。 

◆小松菜（ハウス栽培） 

周年栽培しており、随時出荷しています。 

◆水菜（ハウス栽培） 

猛暑のため生育が悪く、出荷量は少ない状況です。暑さがやわら

げば、生育が良くなるので出荷量も増えてくる見込みです。 

◆お米 

夢つくしの稲刈りがピークを迎えています。 

ヒノヒカリの稲刈りのピークは１０月上旬になる見込みです。 

夢つくしの新米が間もなく店頭に並びます。この時期にしか味わ

えない新米の味をぜひご賞味ください。 

 

 
 

 

 

 

地産地消についてのお問い合わせは、 
北九州市 地産地消推進課（担当：尾上、柳川）まで 

TEL：５８２-２０８０ FAX：５８３-０５９４ 
Ｍａｉｌ：shinichirou_onoue01@city.kitakyushu.lg.jp 

地元いちばん 検索 

http://www.jimoto1ban.jp/ 

キャベツやブロッコリーの移植機です 

キャベツやブロッコリーを植えた後、雨が
降らないので水やりが大変です 

スプリンクラーを使った水やりです 
これでもホースやスプリンクラーを移
動しないといけないので大変です 

夢つくしの稲刈り風景です 


